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はじめに 実際の医療現場で点滴液として使われる乳酸リンゲル液(ラクテック)に対して非平衡

大気圧プラズマを作用させ、作製されるプラズマ活性乳酸リンゲル液（PAL）が抗腫瘍効果を持

つことが報告されている[1]。我々は、PAL 作成時の周囲雰囲気をドライ Ar に予め制御すること

で、PAL 中に生成される活性酸素窒素種（RONS）の種類や濃度､抗腫瘍効果が変化することを報

告した[2]。本研究では、周囲雰囲気を制御した PAL 作成時に酸素添加量を変えた際に PAL の抗

腫瘍効果の変化について調査したので報告する。 

実験方法 密閉チャンバー内にプラズマ源をもつ PAL 生成装置を使用し､ラクテック注を 10mL

入れた直径 6 cm ディッシュを設置し､密閉状態で酸素濃度が 0.2%以下になるまで Ar ガスパージ

を行い、その後、Ar＋O2を合わせて総流量が 2.0 slm となり､O2を 0～15 %の分圧になるよう流量

を調整して導入した。他にも N2ガスを添加できる。液面-プラズマ噴出口間の距離は 4 mm と固定

し、プラズマを周波数 60 Hz の高電圧 15 kV の印加で発生させ、5 min 照射し PAL を作製した。

未処理のラクテックにより作製した PAL を 1～64 倍に希釈した溶液に置換して、96well プレート

に播種した MCF-7 細胞 (がん細胞)を 2 h 処理した。その後、サンプルを 37℃•CO2 5 %の条件で

24h 培養した後、細胞生存率を MTS assay にて評価した。 

実験結果 酸素分圧を変えて作製した PAL の希釈倍率

ごとの細胞生存率を図 1 に示す。Ar のみ照射 PAL(O2 

0 %)は 16 倍希釈において約 65 %の生存率であった。O2

添加照射PALは16倍希釈においてO2の分圧が5%, 10%, 

15%と高くなるほど、細胞生存率は約 50%, 15%, 5%と低

下した。O2添加やN2添加によって溶液内のH2O2とNO2
−, 

NO3
−濃度が変化する。これら RONS 濃度の増加により、抗腫瘍効果が強まっただけでなく、ラク

テック内の有機成分がプラズマ照射を受けて反応し、抗腫瘍物質を生成することを示唆する。プ

ラズマへの O2や N2導入により強力な抗腫瘍効果を持つ PAL の作製方法について考察する。 
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Fig.1 Cell viability of MCF-7 after PAL treatment. 
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